
・わが社の事故防止のための安全方針

・社内への周知方法
1.本社営業所に掲示して周知する。
2.各車庫の事務所に掲示して周知する。

・安全方針に基づく目標

・目標達成のための計画
1.「労働安全衛生・環境・品質年間計画書」を作成し、その中に具体的方策を定める。

1.安全と健康快適職場つくりのため、朝礼と毎月の職場安全懇談会を開催する。
2.朝礼、職場安全懇談会において、輸送の安全等に関して周知、意見交換する。
3.毎月の、中央安全衛生委員会で、輸送の安全等に関して報告、協議する。
4.運行管理システム「ITP」を活用し、デジタコ･ドラレコ等を用いて管理者による安全指導を実施する。

・わが社の安全に関する反省事項

2.トラブル発生時は、問題点を把握し、当該事例を社内周知する。

1.社内チェックにより把握した問題点について、必要な見直し、対策、改善を実施する。
2.全社的に反省事項を水平展開し、改善事項を確認、周知する。

◎　わが社の安全に関する目標達成状況（2024年度実績・2025年度進捗状況）

その他（被害・故障）
目標

0 0

総件数     件 類形別事故件数         件

0 0
25年度 0 0 6件以下 0 6

目標 実績 目標 実績
目標

達成状況

更新日:

　わが社の自動車事故報告第2条に規定する事故に関する統計　　　（令和 7年度）

行政処分の
内容

9 ○2
0 ○

24年度 0 0 2件以下 9

・わが社における安全に関する情報交換方法

（　令和7年　4月　～　令和8年　3月　）

会社名 営業所名 代表者名

　大牟田運送株式会社 本社営業所 代表取締役　和田　三男

1.「本年度の安全管理目標」を定める。
(1)　人身事故　ゼロ　(2)　飲酒運転・速度超過の撲滅　（3）車両物損事故　6件以下/年

1.「安全はすべてに優先する」を徹底させ、事故・災害の撲滅及び心身の健康を確保し、活き活きと働ける
よう、次の課題に取り組みます。
　◆事故・労働災害の撲滅（安全意識強化、五ゲン主義[現場・現物・現実・原理・原則]の徹底）
　◆効率的な働き方の推進と社員の心身健康増進・職場環境の保全
　◆人材育成（繰り返し教育によるルール遵守の徹底と危険感受性の向上）
　◆非常事態発生時のBCP運用の定着（安全確保・社会的責任＆貢献・事業継続）

実績

1.安全への取り組み状況を「年間計画書」･「安全衛生教育記録」等で、毎月チェックし進捗管理を実施する。

作成:令和7年4月1日 令和7年4月1日 ＊事故発生時等、随時更新

目標

・反省事項に対する改善方法

人身事故 物損事故(自社ﾄﾗﾌﾞﾙ含む) 総件数
実績

2025年度 運輸安全マネジメントの取り組み


